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口lA● 一つひιっの大きさ■ ′よかり、

な薇量t千 )スリじ(石 島 )ず
あらわしたo

i躙づ t後 ~し 、米の仏類でデ蔓
イス

^長

島の■と,
梃 せのようす

←́ ぢ目べた内外t末寸■・とitきこ奪だれした

(枝 地帳 )

%ィ功・ゴ審tt,て 一ォ登などの
原 tし tき ミせほ、、いにつるため

種性から切・弓 ヤヽリ リしてイミゾヽの致`鴇 t耳スソ上げました。
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一 百姓が刀 。わきざし,う 。や
り・鉄砲,その他の式具を所持す

ることを固く禁上する。その理由

は,不必要な武具を持つと,年貢

を納めずに一揆を〈わだてること

になるので,大名と家臣は,百姓
の所持する武具をすべて取り上 |十

分吉に差 し出すこと。

一 縦 なで'の ■ を生 の 牛丘寸掟 1「 方 ぎ、

J｀ tと砲サ41■″りすイ兵第4)角■)セ
x塗 めましすしヮ  ミねl、 まり、■人ぞへの与奪tl・ □た
tψしれ負はケ之tて ぃせ■した。
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